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1. 食生活の変化は決して突如 とし て発生 するもので

なく，又 偶然に起るものでも ない。 現在の我 が国 の食生

活も長い 歴 史の迂余曲折を経て ようや く本来 のあ るべき

姿に進み始 めた といえ よう。今回は食糧 の消費傾向 を決

定させる一因子 として，食糧消費 の歴史的変遷 を調 べ，

今尚部分的 に繰返 されてい る食 事の習 慣的 内容につい て

検討し，今後 の改善の方向を考 察し てみた。

2. 愛知県の三河地方 を流 れる矢 作川 の上 流地方 であ

る岐阜県串原村釜井，大 野，相走地区 の農家 を選び食生

活 に関する民 俗資 料調査 と釜 井地区 におい て栄養調査を

行 った。

3. 明 治又 はそ れ以 前の年 代における当地方の農家で

の消費経済は自給自足 的色彩 が強かったが，農業の中心

である米は絶体的に不足し 米を如何に食い のばして ゆく

かが当時の主婦の家庭経済 の手腕 のす べてであ ったとい

える。主食は麦･稗な どが大半混入された米麦飯，い も･

粟な どを入れたかゆ，すい とんな どが毎 日の主 なもので

あった。当時の食品の摂取量 を推定し栄養価 を算定し た

結果, 脂肪，ビ タミンB, を除き他 の栄養 素の摂取は現在

の栄養基準量程度を摂取してお り，尚昭和41年 釜井地区

に於て行 った栄養摂取量 もほぼ同 傾向を示し てい た。 現

在 使用食 品の種類 は増加し てい るが，調 理法， その他に

おい てはあまり変化， 進歩 をとげておらず，内容におけ

る質的 な向上は認められなかった。


